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クローン系譜とは

•クローン系譜は, コードクローンの変更の履歴のことである [1]
•クローン系譜から, クローンの色々な情報（いつ発生したか,    
コードクローンがどのように変更されたかなど）が得られる [2]
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図１:	クローン系譜の例 ([3]	から)



背景

•コードをコピーする時に, バグ伝搬を引き起こす可能性がある
•コードクローンを検出方法の一つはクローン系譜を使用する

[3]
•既存のクローン系譜抽出ツールはCVSやSVNからデータを受け
取る[1]
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背景

•現代, 多数のソフトウェアはGitをリポジトリとして使用して
いる [4]
• GitはCVSとSVNの構造が異なり[5], 既存のクローン系譜抽出ツー
ルは対応していない可能性がある

•そのため, Gitに対応した新たなクローン系譜抽出ツールが作成
された
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目的

• Gitに対応したクローン系譜抽出ツールを評価する
• Gitに対応したツールと既存のクローン系譜抽出ツールを分析
する

•適合率と再現率を測定し, どちらの方が効率的であるかを
明らかにする
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関連研究

• CGE [3]
• コードクローンの進化を理解するために, クローン系譜の概念を提案
した

• gCad [6][7]
• 最新のクローン系譜抽出ツール
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アプローチ

1. 複数のプロジェクトを使い, Gitに対応したツールと前の
バージョンコントロールシステムに対応しているツールの
適合率と再現率を測定する

2. 測定結果を用いて, 分析を実施する
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今後の予定

•対象プロジェクトを決める
•他のクローン系譜抽出ツールの動かす方法を調べる
•論文執筆の引き続きをやる
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